
新発田市まちづくり総合計画 

住みよいまち日本一 
健康田園文化都市・しばた 

将来都市像 

まちづくりと連携した公共交通施策の促進 

新発田市都市計画マスタープラン 

安心安全で持続可能な魅力ある都市 

都市づくりの将来像 

コンパクトなまちづくりの継続 

３つの方向性 

中心拠点としての都市的サービスの維持・充実 

市街地環境の維持とネットワークの強化 

中心市街地活性化、観光振興、 
福祉、健康、環境 など 

関連計画 

利便性の向上 

取組の視点 

持続可能性の向上 

効率性の向上 

新発田市街地における 
都市拠点の形成 

都市構造 

都市拠点と周辺地域を 
結ぶ交通軸の形成 

周辺自治体との 
交流軸の形成 

コンパクトなまちづくり 

地域住民の 
移動手段の確保 

公共交通の役割 

ネットワーク強化による 
まちの賑わいの創出 

人の交流の活発化 

地域と地域をつなぎ、人が行き交う、暮らしやすいまち 

目指すべき将来像 

新発田市地域公共交通網形成計画    

役割の明確化 

地域住民 

交通事業者 

行 政 

関係機関 

目 標 

目標１ 
地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい
公共交通 

目標2 
地域とともにつくり、支える、持続可能な公
共交通 

施策４ 

地域全体で公共交通を支える
基盤づくり 

施 策 

施策１ 

地域や利用者の移動ニーズに
対応する移動手段の確保 

施策２ 

多様な公共交通の連携による
公共交通ネットワークの整備 

施策３ 

公共交通を利用しやすい環境
の整備 

目標３ 
まちの変化に応じた公共交通 

施策５ 

アクセス向上による都市拠点の
形成強化 

施策６ 

広域的な交通ネットワークの形
成強化 

公共交通の課題 

  課題１  運転のできない高齢者、障がい者、学 

        生等の日常生活の移動手段の確保 

         

  課題2  周辺地域と市街地中心部を結ぶ移動 

        手段の確保 

 

  課題３  地域特性や移動ニーズに応じた公共 

        交通の見直し 

 

  課題４  市街地中心部における移動手段の 

         確保 

 

  課題５  近隣市町との連携による地域の活 

         性化 

 

  課題6  交通結節点 における機能の向上 

 

  課題7   公共交通を利用しやすい環境整備 

 

  課題8  地域がつくり、支える公共交通の構築 

 

  課題9  公共交通の維持に向けた意識の醸成 

 

      

 

           

      

 

評価指標 現状値 目標値（Ｈ35） 

①路線バスの年間利用者数 120,371人 ○○○,○○○人 

②コミュニティバスの年間利用者数 108,401人 
○○○,○○○人 

 

③路線バスの見直し地区数 2地区 ○地区 

④「バスどこ」ＨＰへの年間アスセス
数 

14,162件 
○○,○○○件 

 

評価指標 現状値 目標値（Ｈ35） 

①地域における検討支援体制の構
築数 

４団体 ○団体 

②路線バス利用者１人当たり運行
経費 

891円/人 ○○○円/人 

③コミュニティバス利用者１人当たり
運行経費 

747円/人 ○○○円/人 

④公共交通の利活用を推進する年
間取組数 

○件 
○件 

 

評価指標 現状値 目標値（Ｈ35） 

①あやめバス（市街地循環の年間利
用者数 

80,582人 ○○,○○○人 

②通学における高校生の公共交通利
用率 

51％ ○○.○％ 

新発田市地域公共交通網形成計画の概要 

計画区域：計画の区域は新発田市全域 

 

計画期間：平成２９年度から平成３５年度まで（７年間） 

      

 

立地適正化計画 

施策体系 
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区分 役割 交通手段 内容 
範
囲 

輸
送
力 

広 域 
路 線 

市内と市外とを結ぶ幹線で、
広域的な移動の役割を担う
路線 

鉄道 
●JR東日本 
・羽越本線 ・白新線 

広
域 

大 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小 

路線バス 
●新潟交通2路線 
・木崎線  ・新谷線 

広
域 

幹 線 
路 線 

各地域及び圏域内と中心部
を繋ぐ交通として、広域路線
に次ぐサービス水準を維持・確
保する路線 

路線バス 

●新潟交通8路線 
・次第浜線   
・中条線 
・佐々木稲荷岡循環線 
・東赤谷線  
・飯島線 
・藤塚浜線  
・乗廻、松浦線 
・天王、松浦線 

市
内 

コミュニティバ
ス 

●新発田市コミュニティバ
ス 
●川東コミュニティバス 

市
内 

中 心 
市 街 地
路 線 

中心部の市街地について、日
常生活に必要なサービス水準
を確保する路線 

あやめバス ●あやめバス 

中
心
市
街
地 

地 域 内
路 線 

地域内の移動サービスと公共
交通不便地域の解消を担う
路線。住民主体により地域
ニーズに対応する路線 

コミュニティバ
ス 

利用者がある程度まと
まっている地域での導入。
定員１１人以上。 

地
域
内 

デマンド交通 

予約が必要となる。定員
１１人未満。 

地
域
内 

ドア・ツー・ドアの運行サービス
により、行き先や時間など個
別要に応じた役割を担う 

タクシー 既存のタクシー事業 
地
域
内 

上記の公共交通では対応で
きない特定の移動需要を支え
る交通 

その他 

スクールバス、福祉有償
運送等 

地
域
内 

公共交通の整備方針 
   地域が目指す将来像の実現に向けて公共交通を担う、各種公共交通の役割を明確に 
  しながら、それらを有機的に組み合わせることで、利便性向上と効率的な運行を目指した 
  公共交通ネットワークの再構築を図ります。 
   公共交通ネットワークの再構築にあっては、地域の状況に応じて地域とともに検討し、 
  整備していくこととします。 
 
 

（１）公共交通を担う各交通手段の役割 
      

区分 役割 主な施設 

中心交通拠点 中心市街地ですべての交通機関との乗継拠点 新発田駅 

主要交通拠点 
幹線路線の主要な交通拠点 
鉄道と幹線路線との乗継拠点 
市民生活、交流機能を整えた拠点 

西新発田駅、佐々木駅、加治駅、金
塚駅、中浦駅、月岡駅 
新発田市役所 
県立新発田病院、大型商業施設 等 

地域交通拠点 地域との乗換拠点 各支所、小中学校等 

 

 

（２）地域公共交通網整備の方向 
  
 新発田駅を「中心交通拠点」として位置づけ、中心市街地内の商業施設や医療機関といった「主要交通拠点
」を経由する市街地循環バス「あやめバス」の利便性を向上させ、都市拠点としての機能向上を図ります。また、各
地域における乗換拠点を「地域交通拠点」と位置付け、都市拠点と地域交通拠点をコミュニティバス等でつなぐこ
とで、中心市街地への人の流れを作るとともに、地域の活性化につなげます。 

 

 

 

 
               

 
 

≪交通拠点の役割≫ 

≪地域公共交通網のイメーシ≫ 



その他の地域課題を踏まえ、見直し時期を検討します。 

（３）見直しの進め方 

あてはまる 

あてはまらない 

廃止します。 

優先的な地域課題の状況 
・学校統合に伴う通学支援のあり方の検討 
・事業者による路線廃止の申出 

公共交通の確保の必要性の判断 
・利用状況や住民ニーズの調査を踏まえ、公共交通の 
 必要性を地域が判断します。 

必要あり 

必要なし 

既存のネットワークと利便性、効率性の検証 
・現状の公共交通を最大限活用することとし、ネットワークの競合を避けます。       ・補助額や運行収支の観点から、効率的なネットワークになっているか検証します。 
・公共交通の利用ニーズに対し、既存の交通手段で対応できるか検証します。 

地域と事業者の協力によ
る鉄道の活用・改善 

地域主体の運行の検討 

地域と事業者の協力によ
る路線バスの活用・改善 

地域が運行主体のコ
ミュニティバスの導入 

事業者に委託（地域が主

体となった積極的な取組が必
要） 

運行継続 実態に応じた減便、廃止等の検討 

移動需要に応じた交通手段の検討  ・移動需要の頻度、利用人数について検討します。  

効率性や持続可能性の視点に基づく運行内容の検証 
・利用実績や運行収支、地域の取組等を踏まえ、効率性や持続可能性の視点から、 一定期間運行後、検証を行い、 今後の方向を決定します。 

見直し後の動き 

鉄道を活用 既存のバス路線 
を活用 

バスが必要 

地域主体の運行の検討 

新しい運行方法が必要 

バスは不要 

地域が運行主体の
デマンド交通の導入 

事業者に委託（地域が
主体となった積極的な取
組が必要） 

できる できる できない できない 

検証・改善 
の継続 


